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て
の
遠
隔
授
業
が
５
月
12
日

に
行
わ
れ
た

写
真
。
講
師

は
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
ア
ジ
ア

研
究
学
科
の
楊
暁
捷
教
授

（
日
本
古
典
文
学
）。
文
学

部
日
本
文
学
文
化
学
科
「
日

本
文
化
講
義
１
」（
板
坂
則

子
教
授
）
の
学
生
１
８
０
人

が
受
講
し
た
。

　
こ
の
日
の
テ
ー
マ
は
「
読

み
書
き
の
姿
｜
『
古
典
画
像

に
み
る
生
活
百
景
』
か
ら
の

眺
め
｜
」。
楊
教
授
が
作
成

し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
イ

ト
「
古
典
画
像
に
み
る
生
活

百
景
」
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ

を
視
聴
し
、
現
代
と
の
違
い

や
意
味
を
考
え
た
。

　
リ
ア
ル
な
描
写
が
特
徴
的

な
古
典
画
像
は
最
初
、
親
し

み
に
く
い
と
感
じ
た
が
、
現

代
の
生
活
と
結
び
付
く
場
面

も
あ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
発
見

が
あ
っ
た
。

　
海
外
の
視
点
を
知
る
こ
と

で
日
本
の
文
学
文
化
を
再
認

識
で
き
る
の
は
、
ネ
ッ
ト
授

業
の
利
点
で
は
な
い
か
と
思

う
。

 

（
野
中
怜
美
・
文
３
）

ネ
ッ
ト
遠
隔
授
業 

日
本
の
古
典
学
ぶ

　
カ
ナ
ダ
の
カ
ル
ガ
リ
ー
大

学
と
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
結

ぶ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

　
本
学
と
長
年
交
流
を
続
け

て
き
た
カ
ナ
ダ
・
カ
ル
ガ

リ
ー
大
学
の
楊ヤ

ン
シ
ョ
オ
ジ
ェ

暁
捷
教
授

（
56
）

写
真

が
２
０
１

６
年
春
の
外
国
人
叙
勲
で
旭

日
小
綬
章
を
受
章
し
た
。

　
楊
教
授
は
日
本
古
典
文
学

が
専
門
。05
年
、同
大
に
日
本

語
専
攻
課
程
を
新
設
、
同
年

か
ら
本
学
の
春
期
日
本
語
・

日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
。
楊
教
授
は
ほ
ぼ
毎
年
引

率
し
て
お
り
、「
カ
ナ
ダ
国
内

16
年
度
長
期
交
換 

留
学
生
に
８
人

　
２
０
１
６
年
度
長
期
交
換

留
学
生
に
８
人
が
決
ま
っ
た

写
真
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
・

ダ
ブ
リ
ン
大
学
ト
リ
ニ
テ
ィ

カ
レ
ッ
ジ
と
メ
キ
シ
コ
・
イ

ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
大
学
に

は
５
月
か
ら
１
年
間
、
米
オ

レ
ゴ
ン
大
学
に
は
６
月
か
ら

来
年
３
月
ま
で
派
遣
さ
れ

る
。

　
留
学
先
と
氏
名
、
学
部
は

次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

●
オ
レ
ゴ
ン
大
学
▽
小
泉

翔
太
（
経
済
３
）
▽
小
栗

弓
佳
（
文
３
）
▽
芹
澤
怜

斗
（
同
）
▽
三
浦
花
帆
菜

（
同
）
▽
鈴
木
達
大
（
同
）

●
ダ
ブ
リ
ン
大
学
ト
リ
ニ
テ

ィ
カ
レ
ッ
ジ
▽
吉
岡
亜
沙
美

（
経
営
４
）

●
イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
大

学
▽
木
下
千
尋
（
経
済
４
）

▽
山
口
哲
正
（
法
４
）

募金局からのお願い

　専修大学は、2019年に創立
140年を迎えます。また、石巻
専修大学も、18年に創立30年を
迎えます。学校法人専修大学で

は、さらなる飛躍と発展を期す

ため「専修大学創立140年・石
巻専修大学創立30年記念事業募
金」（募集期間５年間）を設け

て、広く募集を行っております。

　皆様方の温かいご支援、ご協

力を賜りますようよろしくお願

い申し上げます。

　寄付金のお申し込み、お問い

合わせは「専修大学募金局」

（☎03・3265・3157）へお願い
申し上げます。

　
台
湾
の
南
に
高
雄
と
い

う
大
き
な
街
が
あ
る
。

「
高
雄
」
と
書
い
て
「
た
か

お
」
と
読
ま
せ
る
。
こ
こ

に
い
た
人
た
ち
は
も
と
も

と
文
字
を
も
た
な
か
っ
た

の
で
、
日
本
統
治
に
な
っ

て
か
ら
日
本
人
が
、ta-

kao

と
呼
ば
れ
て

い
た
こ
の
地
を
、

日
本
風
に「
高
雄
」

と
書
い
た
の
だ
。

そ
れ
以
前
に
は

「
打
狗
」
と
い
う

よ
う
な
当
て
字
が

使
わ
れ
る
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
勿
論
、「
打

狗(ta-kao)

」
に
は
蔑
み

の
含
み
が
あ
る
。

　
台
湾
の
東
は
急

き
ゅ
う

峻
し
ゅ
ん

な
山

岳
地
帯
。
そ
の
山
間
に
小

林
村
と
い
う
村
が
あ
っ
た

が
、
こ
の
村
は
２
０
０
９

年
８
月
９
日
に
発
生
し
た

山
腹
の
大
規
模
崩
壊
（
深

層
崩
壊
）
に
よ
っ
て
、
谷

底
に
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。

　
同
じ
年
の
12
月
、
私
た

ち
は
台
南
市
に
あ
る
国
立

成
功
大
学
水
工
試
験
所
の

方
の
案
内
で
小
林
村
を
訪

れ
た
。
途
中
に
は
破
壊
さ

れ
た
堤
防
や
橋
脚
の
残

骸
。
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
も
こ

こ
ま
で
来
る
と
想
像
力
を

超
え
、実
感
が
湧
か
な
い
。

　
台
湾
は
山
高
く
谷
深

し
。
小
林
村
に
着
い
て
み

る
と
、
広
大
な
谷
底
に
あ

っ
た
の
は
、
岩
と
石
と
砂

利
ば
か
り
。
２
日
間
で
３

０
０
０
ミ
リ
降
っ
た
雨
量

に
山
が
耐
え
き
れ
ず
、
一

瞬
に
し
て
何
も
か
も
の
み

込
ん
だ
跡
だ
。
山
は
水
分

を
含
み
や
す
い
岩
盤
か
ら

な
り
、
濡
れ
た
岩
は
、
手

で
簡
単
に
、
ぽ
ろ
ぽ
ろ
と

剥
が
れ
る
。

　
暫
く
居
る
と
、
ほ
か
に

も
訪
れ
る
人
が
。
ま
た
、

河
原
に
は
点
々
と
残
雪
の

よ
う
な
も
の
が
。

　
「
と
こ
ろ
で
、
あ
れ
は

何
か
」
と
聞
く
と
、
金
を

燃
や
し
た
灰
だ
と
い
う
。

あ
の
世
で
使
う
の
だ
。
あ

の
世
で
は
こ
の
世
の
金
は

使
え
な
い
か
ら
、
煙
に
し

て
天
に
送
っ
た
の
で
あ

る
。

　
見
上
げ
れ
ば
、
台
南
の

冬
の
空
は
深
く
青
く
、
今

は
静
か
に
山
々
は
切
り
立

ち
、
河
原
に
佇

た
た
ず

む
人
た
ち

は
、
な
か
な
か
帰
ろ
う
と

は
し
な
い
。 

（
学
生
部
）

小林村にて

叙
勲
受
章
者

◇
旭
日
双
光
章

肥
後
勝
司
氏
（
昭
38
商
経

労
働
行
政
功
労
）

◇
旭
日
小
綬
章

吉
田
光
孝
氏
（
昭
41
法

地

方
自
治
功
労
）

◇
瑞
宝
双
光
章

照
沼
則
子
氏
（
平
20
院
経
済

修

看
護
業
務
功
労
）

〈
北
海
道
連
合
校
友
会
美
唄

支
部
総
会
〉

▽
６
月
17
日
（
金
）
18
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
美
唄
駅
か
ら
徒
歩
５

分
「
美
唄
商
工
会
議
所
」
旴

福
山
輝
男
氏
☎
０
１
２
６
・

63
・
４
３
２
１
（
専
修
大
学

北
海
道
美
唄
事
務
所
内
）

〈
会
津
支
部
総
会
〉

▽
６
月
18
日
（
土
）
17
時
〜

▽
Ｊ
Ｒ
会
津
若
松
駅
か
ら
徒

歩
20
分
「
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
中

の
島
」
旴
古
川
善
郎
氏
☎
０

９
０
・
４
０
４
０
・
３
１
１
０

〈
野
田
鳳
会
総
会
〉

▽
６
月
19
日
（
日
）
13
時
〜

▽
東
武
鉄
道
愛
宕
駅
か
ら
徒

歩
３
分
「
幸
楽
」
旴
青
木
誠

氏
☎
０
９
０
・
２
３
３
５
・

０
３
０
７

〈
４
９
会
総
会
〉

▽
６
月
24
日
（
金
）
18
時
〜

▽
都
営
新
宿
線
小
川
町
駅
か

ら
徒
歩
３
分
「
南
部
ど
り 

は
な
れ
」
旴
湯
浅
敏
明
氏
☎

03
・
３
２
６
５
・
６
２
１
８

（
専
修
大
学
秘
書
課
内
）

〈
雄
弁
会
Ｏ
Ｂ
会
総
会
〉

▽
６
月
25
日
（
土
）
15
時
〜

▽
東
京
メ
ト
ロ
九
段
下
駅
か

ら
徒
歩
３
分
「
ホ
テ
ル
グ
ラ

ン
ド
パ
レ
ス
」
旴
山
口
慎
一

氏
☎
０
９
０
・
３
２
４
６
・

０
７
５
８

〈
ホ
テ
ル
専
修
会
総
会
〉

▽
７
月
１
日
（
金
）
19
時
〜

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
15
階

「
報
恩
の
間
」
旴
八
坂
豊
氏

☎
０
８
０
・
１
０
０
７
・
１

５
２
２

〈
相
模
原
支
部
総
会
〉

▽
７
月
２
日
（
土
）
16
時
30

分
〜
▽
小
田
急
線
相
模
大
野

駅
す
ぐ
「
小
田
急
ホ
テ
ル
セ

ン
チ
ュ
リ
ー
相
模
大
野
」
旴

渋
谷
隆
宏
氏
☎
０
４
２
・
７

４
４
・
４
８
６
５

〈
熊
本
支
部
総
会
〉

▽
７
月
２
日
（
土
）
18
時
30

分
〜
▽
Ｊ
Ｒ
熊
本
駅
か
ら
車

15
分
「
鶴
屋
百
貨
店
」
旴
園

田
賢
治
氏
☎
０
９
０
・
９
５

８
７
・
２
９
０
０

〈
東
日
本
銀
行
支
部
総
会
〉

▽
７
月
22
日
（
金
）
19
時
〜

▽
東
京
メ
ト
ロ
湯
島
駅
か
ら

徒
歩
３
分
「
東
天
紅
　
上
野

店
」
旴
岩
田
浩
明
氏
☎
03
・

３
２
０
８
・
１
５
１
１
（
東
日

本
銀
行
高
田
馬
場
支
店
内
）

　
日
本
語
学
習
を
希
望
す
る

外
国
人
の
た
め
の
「
春
期
日

本
語
・
日
本
事
情
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
５
月
９
日
か
ら
６
月

８
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
カ

ナ
ダ
・
カ
ル
ガ
リ
ー
大
と
ヨ

ー
ク
大
の
短
期
留
学
生
、
ド

イ
ツ
、
ベ
ト
ナ
ム
の
特
別
聴

講
生
25
人
が
参
加
。
留
学
生

寮
「
国
際
交
流
会
館
」
に
滞

在
し
、
日
本
人
学
生
と
と
も

に
生
活
し
な
が
ら
レ
ベ
ル
別

ク
ラ
ス
で
日
本
語
を
学
ん

だ
。

　
６
月
１
日
に
は
成
果
発
表

と
な
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
た
。
日
本
食
や

ゲ
ー
ム
な
ど
好
き
な
日
本
文

化
へ
の
考
察
や
、
日
本
国
内

外
の
学
生
の
生
活
習
慣
の
違

い
な
ど
、
留
学
生
が
１
週
間

以
上
か
け
て
調
べ
、
ま
と
め

た
こ
と
を
日
本
語
で
発
表
。

質
疑
も
日
本
語
で
行
わ
れ

た
。

　
日
本
人
学
生
と
外
国
人
学

生
の
睡
眠
時
間
の
違
い
を
調

査
し
た
の
は
ジ
ェ
イ
リ
ー
ン

・
ラ
タ
ナ
ー
ス
さ
ん
（
カ
ル

ガ
リ
ー
大
）。
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
参
加
で
自
身
の
日
本
語

力
が
向
上
し
た
と
実
感
。

「
発
表
の
た
め
に
寮
で
た
く

さ
ん
練
習
し
ま
し
た
。
緊
張

し
ま
し
た
」
と
発
表
を
終
え

肩
の
力
を
抜
い
た
。

「寮生活は素晴らしい」と力説するガブリ

エラ・アンゾラピノさん（カルガリー大）

留学の成果を披露
カルガリー大生ら日本語学ぶ

カ
ル
ガ
リ
ー
大 

楊
教
授
に
旭
日
小
綬
章

な
ご
や
か
に 

 

留
学
生
を
囲
む
会

　
校
友
会
・
育
友
会
の
役
員

が
留
学
生
と
交
流
を
深
め
る

「
留
学
生
を
囲
む
会
」
が
５

月
17
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
か
れ
た

写
真
。
留
学

生
53
人
と
小
宮
多
喜
次
校
友

会
長
、
本
多
英
夫
育
友
会

長
、
学
生
・
院
生
、
教
職
員

ら
80
人
が
参
加
し
た
。

　
グ
ル
ー
プ
懇
談
会
の
あ

と
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ヴ
ー
　
ヴ

ィ
エ
ッ
ト
　
ユ
ン
さ
ん
（
文

２
）
と
中
国
の
沈
佳
頴
さ
ん

（
文
２
）
が
体
験
談
を
披

露
。
ご
父
母
や
校
友
が
寄
付

し
た
生
活
用
品
な
ど
が
当
た

る
抽
選
会
も
あ
り
、
な
ご
や

か
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

た
。

熊
本
地
震
被
災
学
生
支
援
金
の
お
願
い

　
学
校
法
人
専
修
大
学
で

は
、
専
修
大
学
及
び
石
巻
専

修
大
学
に
在
籍
す
る
熊
本
地

震
被
災
地
域
の
学
生
に
対

し
、
奨
学
金
及
び
生
活
支
援

金
等
と
し
て
「
被
災
学
生
支

援
金
」
を
募
集
し
て
お
り
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
「
専

修
大
学
募
金
局
」
ま
で
。
ご

支
援
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

に
お
け
る
親
日
派
・
知
日
派

の
育
成
に
寄
与
し
続
け
て
い

る
」
と
認
め
ら
れ
た
。
本
学

と
カ
ル
ガ
リ
ー
大
学
は
今
年

１
月
、
国
際
交
流
協
定
を
締

結
し
た
。
受
章
を
受
け
楊
教

授
は
「
受
章
は
自
分
一
人
の

名
誉
で
は
な
く
、
日
本
語
教

育
や
カ
ナ
ダ
と
日
本
の
交
流

の
た
め
に
共
に
努
め
て
き
た

す
べ
て
の
人
々
と
分
か
ち
合

い
た
い
」と
喜
び
を
語
っ
た
。




